
 

 

 

事例の概要 

 
 

事例タイトル 
家族の基盤が弱く、家族の動きに本人に影響を受けてしまう 50代男性の支援につい

て 

年齢・性別・家族構成・ 

現在の地域の居住歴 

T・Fさん  年齢（56）歳・性別（ 男 ・ 女 ） 

 

家族構成（母親 歳、長兄、次兄） 

現在の地域の居住歴 約40年 

手帳の種類と等級 障害者手帳所持なし、自立支援医療にて福祉サービス利用中。 

障害支援区分 区分３ 

生活歴及び病歴 

【生活歴】 

・岡山市にて出生 

・市内小学校、中学校いずれも通常級を卒業 

・県立高校を卒業後は庭師として終了していたが、H17年に統合失調症を発症、 

入退院後、体調を見ながら就労継続していた。通院治療等は継続せず、徐々に自宅

閉居な状態となり、長年に渡り母親がキーパーソンとなり本人のサポートを行なっ

ていた。 

 

【病歴】 

・統合失調症 

・サルコイドーシス（指定難病） 

 

相談に至る経緯 
母親の支援機関から地区保健師へ相談の後、地区保健師からの支援依頼。地区保健

師同行の元、相談内容を確認した。 

望んでいる暮らし、訴

え、困っていること 

・できれば今の自宅での生活を続けていきたい。 

・庭師として、またいずれ働きたいと思っているけど自宅の外に出ること、家の外

に出ることにとても不安がある。 

・母親も高齢で入退院が多く、母親不在時に家のことがままならなくなり困ってい

る。 

本人や家族の問題 

・家族全体の生活基盤が弱い（母：要介護３，長兄：手帳の所持等はないが理解力

等不十分、次兄：療育手帳所持） 

 

本人の能力や 

環境的問題 

・母親が生活の多くの部分を担ってきていたが、母が不在となると金銭面や食事の

こと等 

・他の家族の心配をしているが、何をどうしたら良いのか分からず不安から精神的

に不安定となる。 

・近隣、町内会等のやりとりは母が窓口となっていたが現在は難しくなっている。 

本人の趣味趣向、 

楽しみ、長所 

・最近はテレビを観て過ごすことが多く、ワイドショーをよく見ている。 

・スポーツ観戦が好き。 

・タブレットでゲームをする。 

 

 

その他気が付いたこと 

・地域柄からか、長年支援機関を頼らず家族（母）がサポートをしてきた経過があ

り、福祉サービス等の社会資源を知らないのではないか。 

 

 


